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秋の日に草木が照り映えて
　９月になっても暑い日が続きましたが、ここ一週間で秋風が冷

たく足早に冬が近づいているようです。９月２４日には大雪山系

の旭岳で初冠雪のニュースがありました。９月初旬に登った羊蹄

山も早、雪が降ったそうです。

　我が家のリンゴ。枝が折れそうなくらいたわわに実りました。

１７年間も我が家の歴史を見つめてきたナナカマドと、リンゴの

木。近所に住む母から再三「隣の家まで被さっては迷惑だから」

と言われ、仕方なく業者さんに頼んで枝払いを行いました。右の

写真は惜別の思いをこめて撮った写真です。今は後悔の思いと寂

しさでいっぱいです。ほんの少し伐るだけかと思っていたら、容

赦なくバッサリ！「また緑豊かな木になってね」と心の中で祈っ
たわわに実った我が家のリンゴ

ています。

　久しぶりに野幌森林公園を散歩しました。コウライテンナン

ショウやオオカメノキの実が真っ赤に色づき、ミゾソバのピン

クが天に向かって可憐に咲いていました。秋の日に照り映えて

いる草木の紅葉を照葉というそうです。私もそんな草花に染ま

ってしまいそうでした。自然の営みをゆっくり楽しむのもいい

もんだなと思いながら歩きました。

　銀河通信も最近はマンネリでし

ょうか？読者の反応も少なくなり

ちょっと落ち込んでいたときに初

めて読んだという方からメールで

お便りを頂いたのが嬉しかったで

す。別ページでご紹介します。

　自分で言い出すのも変ですが、

２０周年を祝って読者の集いがや

れたらいいなと思っています。会

うことでまた、新たなつながりが

生まれるのではないでしょうか？

編集へのご意見も伺いたいです。

9.26 札幌岳と空沼岳の縦走路で見た虹

秋を彩るミゾソバ

オオカメノキ
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みな子の山旅日記

8.17 快晴のニペソツ山をバックに

　８月１６日、登山口でテント泊し１７日

にニペソツ山に６人で登りました。今回も

杉沢コースです。お盆で登山者は少なく静

かな登山を楽しめました。

　５時登山口出発。最初のピーク、小天狗

までは暗い針葉樹林帯を進みます。ここま

でが一番長く感じました。前天狗が見えだ

し、すぐに小天狗近くの岩場を乗り越えま

した。前回はここが難所でしたが今回は苦

にならなかったです。また見通しの悪いミ

ヤマハンノキとハイマツのトンネルをくぐ

ると一気に展望が開けました。

ニペソツ山（２０１２．７ｍ）

　前天狗のトラバースではナキウサギが

、間近でキチキチと鳴き可愛い姿も何度

もみることができ楽しかったです。

　前天狗岳からは３６０度の眺望。お花

の見頃は過ぎていましたがオヤマノリイ

ドウやウメバチソウが咲いていました。

ニペソツ山とのコルへは細い稜線を下り

ます。

ここから鋭く切れ落ちた斜面を登ります。はるか遠くに見えましたが登ってみるとあっという間

でした。

　頂上からの眺望が圧巻。富良野岳～十勝岳～オプタテシケ山～トムラウシ山～旭岳～北鎮岳な

どが連なり、登りがいのある山に感激もひとしおでした。

　ここでランチタイム。メンバーのうち４人が初めて登る山で、その喜びを一緒に味わえたのも

嬉しかったです。

　名残を惜しみながらニペソツ山を後にしました。３度の登り返しがきつく下りが予想外に長く

感じました。３時４０分、登山口に到着し厳しい登山を終えました。

登山口　５：００　天狗のコル　７：００　前天狗８：３０　頂上直下　　９：３５頂上　１０

：４５　頂上出発１１：２０　　登山口　１５：４０

羊蹄山　（１８９８ｍ）
　羊蹄山は見る山だと思ってました。春スキーで９合

目まで行ったことがありますが今まで登る機会があり

ませんでした。

　９月２日、友人に誘われて真狩コースから登りまし

た。最初から急なつづら折りの山道を行きます。ひた

すら歩を進めました。４合目まで休まず１時間で。明

瞭な標識があるのでそれを励みに登ります。天気が良

くないので、まさに鍛錬の山でした。９合目から紅葉

が始まっていました。行きかう登山者は単独や、カッ

プルが多かったです。友人二人は３時間４０分で頂上

に着いたとか。下山してきたので私は９合半までの到

達でした。残念ながら優美な羊蹄山は臨めませんでし

た。
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手稲山（１０２３．７ｍ）

　９月１４日、山のトイレデーは手稲山で

啓発活動を仲俣さん、宮野さんと３人で行

いました。この活動は山のトイレを考える

会が主催して毎年全道各地の山で実施して

います。

　私たちは平和の滝コースから登り始めま

した。駐車場は９時ですでに満杯。「使用

済みのペーパーは持ち帰りましょう」とパ

ンフレットと、マナー袋、各地の登山口の

トイレ情報などを登山者に声をかけながら

渡しました。

撮影　仲俣善雄さん

反響は良く「携帯トイレ持ち歩いてますよ」とか「手稲山の頂上近

くに以前はスキー場のトイレがあったのに今は無くなってとても不

便」「登山口のトイレ情報はありがたい」等の意見が寄せられまし

た。

　秋晴れの登山日和で、１００部のマナー袋などは足りないくらい

でした。

　左の写真は「山のトイレを考える会」が作った「使用済みのペー

パーは持ち帰りましょう！」とプリントされたＴシャツを着てのＰ

Ｒです。出かけるとき、さすがに電車にこのＴシャツで乗るには抵

抗があり、カッターシャツを上に羽織って出かけました。一目瞭然

で効果は抜群！でした。

風不死岳（１１０２.５ｍ）

　９月２１日、某登山教室の皆さんと風不死岳に登り

ました。樽前山７合目ヒュッテ前の駐車場は満杯。登

山口を９時に出発。

　急な鎖場を乗り越えると、樽前山のドームが空の上

にぽっかりと見えます。風不死岳は雲の中でしたがメ

ンバーの足並みも良く頂上には１１時４０分に到着。

　頂上は、こんなに人がいるのは初めてという位たく

さんの登山者でにぎわってました。頂上からは支笏湖

を囲んで徳舜瞥山とホロホロ山が優美な山容を見せて

くれました。

　私たちは北尾根コースを縦走するので、少し下りた

所でランチタイム。このコースは８月の始めに、登り

か下りに利用するか下見しています。かなり急斜面の8月8日北尾根コースから見た支笏湖と紋別岳

登りがきついので今回は下山に利用しました。

とにかく一度も平らな所がないといっていいほどです。鎖

場も数カ所ありましたが、私は赤岩でクライミングの訓練

？をした効果があったのか、あまり苦労せずに下山できま

した。樹海から眺める樽前山と支笏湖のコントラストが素

晴らしかったです。

　樹齢１００年を越える大木が、数年前の台風にもめげず

に堂々たる風格で立っている姿には感動しました。

６合目まで下りると、後はトントン下りるだけ。１４時。

１時間半で北尾根登山口に到着。紅葉にはまだ早かったよ

うです。
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「アンのゆりかご」村岡花子の生涯

村岡恵理著　マガジンハウス　１９００円＋税

　今年はモンゴメリ原作「赤毛のアン」誕生１００周年だそうです。本書

は「赤毛のアン」を始め多くの英米児童文学を翻訳した村岡花子さんの生

涯を孫の村岡恵理さんがまとめました。

　私も中学時代、夢中で読みました。孤児のアンがつらいことがあっても

くじけずに成長していく物語で躍動感のある文章に引き込まれました。

　村岡花子（以下敬称略）は８人兄弟の長女として山梨県の甲府に生まれ

ます。父は茶商人でしたが、熱心なクリスチャンだった縁で、成績も良か

った花子は東京・麻布のミッションスクール、東洋英和女学校に１０歳で

編入学し、１０年間寄宿舎生活を送ります。「赤毛のアン」の作者モンゴ

メリと同世代のカナダ人宣教師たちから英語や生活習慣を学ぶのです。明

治生まれの女性が高等教育を受けることが出来たのは、資産家や特権階級

の家柄ばかりだったという時代、父の先見の明には驚かされます。家族は貧しく、姉妹の多くは

教育を受けられなかったことにずっと痛みを感じていたようです。１５歳にして図書室中の原書

を読破したといいます。ディケンズやテニスンの原書を読み、英語力を身につけるのです。学友

の伯爵令嬢、柳原白連との友情や、女流文学者の吉屋信子、林芙美子、宇野千代、石井桃子、市

川房枝など多彩な人たちとの出会いが花子の人生に影響を与えます。写真も豊富でその時代の自

由闊達な臨場感が伝わってきます。

　大恋愛の末に結婚した花子は６歳の一人息子を病気で亡くし、マーク・トウェーインの「王子

と乞食」を読み日本中の子供たちのために、家庭小説を翻訳することを決意します。

　第二次世界大戦が始まり、友人のカナダ人宣教師のミス・シローから「赤毛のアン」の原書を

贈られます。戦火の中で花子は翻訳を続けるのです。戦後１９５２年「赤毛のアン」を発刊。自

由と平和を求める読者の共感を得ました。アンは希望の象徴でした。花子はアンの人生に自分の

人生を重ねていたのではないでしょうか？逆境に負けないひたむきさは、アンその人に思えまし

た。躍動感のある翻訳は、英語力だけでなくカナダ人を身近に育った環境も大きかったと思いま

す。

　戦後は女性と子供たちのために日本で初の家庭文庫を作ります。

　評伝を書いた孫の恵理さんの祖母に注ぐ敬愛のまなざしが温かい。

　今も読み継がれる「赤毛のアン」シリーズ。村岡花子が情熱を注いだ翻訳のことを知って「赤

毛のアン」がより身近になりました。

「アンの娘リラ」モンゴメリ著　村岡花子訳　新潮文庫　７４３円＋税

　「赤毛のアン」シリーズ最後の本です。「アンのゆりかご」でも紹介さ

れていました。

　末娘リラの視線で、第一次世界大戦中のプリンス・エドワード島の生活

が描かれます。アンとリラは島で銃後の生活を守りながら戦地に赴いた息

子たち、リラにとっては兄たちの無事をひたすら願います。兄弟の中でも

特に母親譲りの詩心を持った次男ウォルターがフランスで戦死したとの知

らせを受けます。

　リラは戦争孤児を引き取って育て、少女から女性に成長していきます。

幼なじみの青年へのひたむきな恋も描かれています。
　この物語はアンやリラの深い悲しみを通してモンゴメリの平和への願いが伝わってきます。

　訳者の村岡花子は、第二次世界大戦で世界中の母や、姉妹たちの悲しみを思い、戦争反対の

意志を込めて翻訳したといいます。大人にも勧めたい一冊です。
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「言魂」 石牟礼道子、多田富雄著　藤原書店　２２００円＋税

　文明の病としての水俣病を鎮魂の文学として描き出した「苦海浄土」の

作者である石牟礼道子さんと免疫学の権威者として世界的にも有名な多田

富雄さんとの往復書簡集です。

　多田さんは２００１年に脳梗塞に倒れ、右半身麻痺があり、その後遺症

で構音障害、えん下障害もあります。さらに前立腺がんにも冒されます。

多田さんは国の医療改悪に怒り、行動します。「日常とは本能的な死との

戦いです」と言い「苦しみが日常になっているから、もうそれに耐えるこ

とも日常になったのです」。そんな自分を見つめる「極限の私」である多

田さんは障害者の一人として、医師や患者と一緒に反対の署名を集め厚生

労働省に乗り込むのです。石牟礼さんへの手紙に「リハビリ打ち切りの改

定には単に弱者、障害者を医療から切り捨てるという政策以外に何かもっとまがまがしいものが

含まれている。その黒い正体がすっくと空に向かって立ち上がったように思った」。石牟礼さん

は「モノとカネが生命より価値ありとされる社会で、弱者が大量に投棄される。これが単なる比

喩でないことは、この水俣が「ＩＷＤ東亜熊本」なるゴミ処理会社に狙われて産業廃棄物最終処

理場にされようとしている。あまりに非人間的発想ではありませんか。５０年以上も受難にあえ

いでいる水俣を、まだ踏みつけにし、息の根を止めるつもりでしょうか」と書きます。

　多田さんが渾身の力を振り絞って作り上げた新作能「一石仙人」を石牟礼さんに伝える描写は

私もその場に居合わせているかのような錯覚を覚えるほど、生き生きとして、臨場感がありまし

た。この成功は多田さんにも奇跡をもたらします。がんが縮小し、自然排尿も出来るようになっ

たというのですから、生きようとする意志の強さに圧倒されました。

　石牟礼さんの文学は水俣の言葉の豊かさが素晴らしいです。心を聴き取る感性は、子供の頃か

ら心を病んだ祖母の姿を見て育ったからでしょうか？苦海浄土では水俣病の実相が語られますが

その人たちと一緒に悲しみ、苦しむ石牟礼さんがそばにいるのです。多田さんは石牟礼文学に流

れているのは姉性であると書いています。私も同感です。

　石牟礼さんの言葉と多田さんの言葉が共鳴しあって発信する「言魂」の数々は生と死、生命と

魂、苦しみと喜びなど重いけれど、温かく心に響きました。

　「言葉のなかった長い世紀のゆたかな沈黙、たくわえられていたあらゆる天性とゆたかな感受

性を思います。人間たちの表情は、今よりもふかぶかとしていたのではないでしょうか」。とい

う石牟礼さんの言葉にはっとさせられたのは私だけではないでしょう。

　３０年前、私がまだ独身で大学病院で働きながら、ユージン・スミスの「水俣」写真展を企画

し奔走した頃を思い出しました。たぶん当時５０歳くらいだった石牟礼さんが３月の雪解けの頃

に旭川にいらして下さり、ドキドキしながらお話したことが懐かしいです。雪のイメージを詩の

ような言葉で表現されました。　

「十五少年漂流記」への旅 椎名　誠著　新潮選書　１０００円＋税

　著者が子供の頃、何度も読んできた冒険小説の舞台になった島は本当にマ

ゼラン海峡にあるのだろうか？という疑問から南米、ニュージーランドにと

旅し十五少年の追体験をします。きっかけは大学教授が書いた、漂流したの

はニュージーランドのチャタム島ではないかという論文でした。

　旅の最後に、ニュージーランドの小さなチャタム島に立った時の著者の驚

きが楽しい。「この島はまさしく百年前に、ジュール・ヴェルヌが地図だけ

を見て想像力だけで描いたあの物語の地なのだ、というかなり特殊な感慨を

実感した」。とあります。

作家とは一枚の地図から物語を作れるのか？と私も驚きました。

　私が子どもの頃は、近くに森や川があり、小さな冒険ごっこは自然を知るいい機会でした。今

は近くに森がないし、あったとしても物騒な時代です。野遊びを安心して出来ないのは寂しいで

すね。

　「知らない世界を目の前にしたとき、価値観は変わり、それら未知のものに対応していくたび

に思考が広がり、深くなっていく」という著者。私も著者のようにそんな感性をいつまでも失い

たくないと思います。
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銀河通信も長くなると、このままの編集でいいのだろう

かと悩みます。読者からのお便りに励まされ続けてこら

れたような気がします。ありがとうございます。　　　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　（みな子）

お便り

赤く実ったコウライテンナンショウ9.6 赤く実ったコウライテンナンショウ

　とにかく素晴しい内容の通信ですね。私も山・写

真は好きで色々歩きました。NO 1 5 1号に掲載のトムラ

ウシは４０年前に初めて登り都合３回ほど堪能させ

て貰いました。貴女の文章は内容が旬で分りやすく

写真もとても美しいです。それにも増て驚いたのは

(感動したのは)20年間も継続して　この通信を出し続けているということです。何事でもス

タートは簡単です。３回５回、1年2年は続けられますが5年10年は難しいものです。増して2

0年間!!しかも2ヶ月に1回発行し続けるのは至難の業と私は感じいっています。さらに映画も

本もこれだけの紹介文章をお書きになるのには豊富な知識と感動する力・感性を持っていな

ければ出来ない仕事です。単に好きとか努力だけでは続けられるものでは無いと思います。

　すばらしい感性と継続の尊さを実践されている樋口みな子さまに敬意を表させてもらいま

す。世の中には貴女のような隠れたキラ星がやはり存在するのですネ。　感動しました。　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（札幌市　Ｋ．Ｋさん） 

いつも、沢山の内容のある記事を、よく編集されていることに感心しています。いかにも継

続は力、主婦でありながら、このように社会に目を向け、自分自身を絶えず育んでいる姿勢

に敬意を表します。

忙しい日程の中で、山行、自然保護、読書、映画、すべてに充実した生き方を反映させるの

も大きな努力なしにはできないと、誌面が語っています。（千葉市　Ｈ．Ｊさん）

すごいですね。山にどんどん登るだけでなく、排泄物運びまで。階段の上り下りにもあえぎ

腰痛で悩み、右手の親指の曲げ伸ばしに困難をきたし、ちょっと座っているだけで、体がゴ

チゴチにこわばる私は情けなくなります。

ブログを始めました。まだあまり書いていませんし、まさに日記で発表するようなものでは

ないのですが、忘れないうちに書き留めておこうというメモ代わりとして書き、公表してい

ます。お暇があったらのぞいてみてください。コメントも歓迎です。　
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どうぞ、これからもお元気でご活躍を。　（フライブルク・今泉みね子さん）

今泉みね子さんはドイツ、フライブルクに住み環境ジャーナリスト

として活躍。１５０号で「励ます弁当」を紹介しましたが「ミミズ

のカーロ」「森の幼稚園」「ここが違う、ドイツの環境政策」「ド

イツ発、環境最新事情」など多数の著書があります。是非お読み頂

けたらと思います。（みな子）

パソコンの通信を初めて見ましたが、カラー写真が鮮やかでびっく

りしました。

私は8月に息子とふたりで18年ぶりにメキシコに行くことにしまし

た。海外も7年ぶりなので、初心に返りパスポートの申請から始め

ています。（鎌倉市 Ｏ．Ｔさん）　　　　　　　　　　　　　

とても素敵な通信だったので新鮮な気持ちで拝読してしまいました。

これからも拝読してみたいと思います。（札幌市　Ｍ．Ｎさん）

9.9　小樽・赤岩で

毎回、主人と興味深く読ませていただいております。映画と本の情報はとっても楽しみで

す！（帯広市　Ｓ．Ｔさん）
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購読料をありがとうございました

　08 . 8 . 4～ 9. 2 3（敬称略）

東直美（札幌市）芳村宗雄（札幌市）

新井貴美子（北広島市）安田成男（札

幌市）小池修生（札幌市）沼崎勝洋（

小樽市）熊沢静子（札幌市）　

カンパも含む　海川敏雄（函館市）　

３，０００円　岩渕雅輝（江別市）　

３，０００円　カンパ佐々木孝雄（札

幌市）２，０００円

合計１８，０００円は印刷と送料に使

わせて頂きます。ありがとうございま

した。

インターネットでも読めます。（無料

です。メールアドレスをお知らせくだ

さい。）
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郵送を希望しない方、購読を中止する

方はご連絡ください。



-８-

　今年はあまりいい映画に恵
まれないなと思っていたら「
イントゥ・ザ・ワイルド」が
上映されて初日に観ました。
日本映画が頑張っていますが
私としては今年の№１に選び
たい作品です。監督も俳優も
この映画に寄せた情熱が伝わ
ってきます。クリスが出会っ
たそれぞれに癒しがたい傷を
持った人たちの優しさも良か
ったです。
　既成の価値観に囚われない
人々の何と魅力的なことか。
偏見のない公平で純粋なクリ
スはそんな人たちに愛された
のです。若い世代にこそ見て
もらいたい映画です。

9.14 手稲山から見た札幌の街と
　　　秋の空

　今号は編集に苦労しました。
本も読んでいるのですが期待は
ずれというのもありました。
　なんとか９月中に発行出来そ
うでホッとしています。以前の
通信を読むとさまざまな市民運
動を伝えています。でも出かけ
るとお金もかかるし、家族から
不満も出るしでこの位が身の丈
にあっているようです。山も今
は一生懸命登りたいし、本と映
画はささやかな贅沢かなと思っ
ています。
　焼酎に始まり、学校給食や病
院食、コンビニのおにぎり等、
汚染米の転用に怒りいっぱいで
す。冷凍食品からは有害物質メ
ラニンが検出されたし、いった
い何を信用して食べたらいいの
と言いたくなります。また今回
も病気の人や子供たちにしわ寄
せがいきました。弱い物いじめ
の国だなあと情けなくなりまし
た。食の安全を守り、医療が安
心して受けられる温かい国にな
って欲しいですね。　　　　　
　　　　　　　　（みな子）
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